
＜事業の内容＞ ＜事業イメージ＞

１．グリーンな栽培体系への転換
農業生産における環境負荷軽減の取組を推進するため、各産地において、
グリーンな栽培体系への転換に向けた以下の取組の検討を支援します。

① 産地に適した環境にやさしい栽培技術※、省力化に資する先端技術等の検証
※ 化学農薬・化学肥料の使用量の低減、有機農業面積の拡大、温室効果

ガスの排出量削減に資する技術
② ①の検証に必要なスマート農業機械等の導入
③ ①と併せて行う、環境に配慮して生産した農産物に対する消費者の理解醸成
④ グリーンな栽培体系の実践に向けた栽培マニュアルの作成

産地内への普及に向けた産地戦略（ロードマップ）の策定
⑤ 栽培マニュアルや産地戦略の関係者への情報発信（HPへの掲載等）

２．都道府県域への展開
グリーンな栽培体系を都道府県域に展開するため、展開先産地等における検

討会や研修会の開催、展示ほの設置等の取組を支援します。

みどりの食料システム戦略推進交付金のうち
グリーンな栽培体系への転換サポート

［お問い合わせ先］ 農産局技術普及課 （03-3593-6497）

１．グリーンな栽培体系への転換

2．都道府県域への展開

研修会、実演会の開催

検討会の開催：各産地の関係者による取組方針の検討等

グリーンな栽培体系の検証：環境にやさしい栽培技術＋省力化に資する先端技術等の検証

環境にやさしい栽培技術（例）
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グリーンな栽培マニュアル、産地戦略（ロードマップ）の策定

産地戦略に基づくグリーンな栽培体系の普及・定着

消費者の理解醸成（選択）
・売り場での情報発信
・消費者向けセミナー開催
・農業体験 など

省力化に資する技術（例）
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＜事業の流れ＞
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【令和６年度予算概算要求額 3,000 (696)百万円の内数】

＜対策のポイント＞
みどりの食料システム戦略の実現に向けて、それぞれの産地に適した「環境にやさしい栽培技術」と「省力化に資する先端技術等」を

取り入れた「グリーンな栽培 体系」への転換を推進するため、産地に適した技術を検証し、定着を図る取組を支援します。

※以下の場合に優先的に採択します
・みどりの食料システム法に基づく特定区域において取組を行う場合
・事業実施主体の構成員（農業者、民間団体等）が「みどり認定」等を受けている場合

グリーンな栽培体系の
詳細はこちら

https://3.bp.blogspot.com/--AXuIJ1t2Jk/XAY53E_xq5I/AAAAAAABQfo/emG4lBy4uAIgv7MZGVxJSlN0pqey-40TwCLcBGAs/s800/gardening_hiryou_ekitai.png
https://www.irasutoya.com/2017/12/blog-post_994.html
https://www.irasutoya.com/2019/07/blog-post_346.html
https://www.irasutoya.com/2017/12/blog-post_994.html
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